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論文内容の要旨
kを標数 0 の代数閉体とする。 fを k係数の 2 変数既約多項式として、 A(f) を fによって定義された巧上の線形
系とする。このとき、 fが generically rational であるとは、 A(f) の一般元が既約有理曲線になることであると定義
する。 φ :V → P; を browing-up による A(f) の base points の最小解消、 A'(f)を φ による A(f)の固有変換像、
31: 子→時を A'(f)により定義された pl -fibration、 r1 ， . . . ， r p をゆによって生じたλ の quasi-sections とする。
このとき、 fが simp1e type であるとは r1、. • .、 r pが全て cross-section であること、 fが quasi-simple type であ
るとはじ、. • .、 r pのうち 1 つが a-section (a 三 2) で残りがすべて cross-section であることと、それぞれ定義す
る。ここで、具体的に多項式 fの形を求めることが問題となるのであるが、 fが simple type のときには宮西-杉江や
N eumann -Norbudy によって完全に解決されており、 fが quasi-simple type のときは、 a=p =2 の場合に斎藤によ
って部分的に解決されている。申請者は a=2 で p が一般の場合の quasi-simple type について fの形を決定すること
に成功した。
まず、この論文で用いられている手法の概略を説明する。 Ramanujam-Morrow による A2 の minimal normal 
com pactifica tion に対する無限遠グラフの分類に合わせて、 V は (A) ， (B) の 2 ケースに分けられ、それぞれの
ケースについても更に細かく分類されることになる。そしてこれらのケースの各々について、 quasi-simple type の
quasi -section のうち、唯一存在する 2-section を A とおき、残りの cross-section を改めて r1、. • .、 r p とおく。す
ると r1 と r2 を適当に選んで ρ2(r 1)=∞かつ ρ2(r2)=0 となる様に p1 上の p1-fibrationρ2 を構成することができ、
さらに同様の手法によって ρ2 から ρ3 を構成することができる。すると ρ3 では simple type の generically rational 
polynomial、とくに大半のケースでは無限遠に 2 places をもっ genericallyrational polynomial となって simpletype 
の研究結果が利用できることになる。ここで n places の genericallyrational polynomial とは、十分一般な αEkに
対して Fα を f= α で定義された A2 上の曲線としたときに、P2-A2上に n個の places が存在する genericallyrational 
polynomial という意味である。以上がこの論文で用いられている手法の概略である。
得られた quasi-simple type の fは各ケースごとに微妙にその形が異なるが、結局は定理で示した多項式のいずれ
かの形に当てはまることが最終的な結果である。これらの多項式の分類の詳細は定理の証明の中で展開される。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、それが生成するアフィン平面上の代数曲線束が有理曲線束となるような二変数既約多項式を研究したも
のである。アフィン平面上の、既約多項式が生成する有理曲線による一次元線形系は、それが平面の完備化の境界に
おいて、どのような擬切断を持っかにより著しく性質が異なる。境界上の擬切断がすべて単純切断である場合、ある
いは 2擬切断ひとつと単純切断が 2 つである場合には、既にその多項式の形状が解明されていた。学位申請者は、ひ
とつの 2擬切断と複数の単純擬切断を持つ場合を研究し、線形系を生成する既約多項式に 11 種類の標準形を与えた。
この結果はアフィン平面上の有理的一次元線形系を考える上で重要な知見を与えるものである。よって本論文は博士
(理学)の学位論文として十分価値があるものと認める。
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